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特集

すでに安全な避難ができず、
命が危険な状況
今いる場所より安全な場所へ
直ちに移動する

危険な場所から全員避難
台風などにより暴風が予想され
る場合は、暴風が吹き始める前
に避難を完了する

避難に時間がかかる高齢者など
は危険な場所から早めに避難
高齢者以外の人も必要に応じて
避難の準備や自主避難する

災害に備える
災害の情報収集や避難の準備な
ど、災害に備える

ハザードマップなどで
災害リスクを再確認
自治体から発表される避難情報
の入手手段を確認する

5/2９～変更

気象庁発行「防災気象情報を活用する組織向けのチラシ」を参考にりゅうほー編集室で一部改変

避難のタイミング避難のタイミングは
レベルで判断

災害から身を守る第一歩
「〝 気象 警 報 の読み方気象 警 報 の読み方 〟と〝 行 動の仕 方行 動の仕 方〟を知る」
気象警報の名前が変わりました！
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も
し
、
今
日
こ
の
『
り
ゅ
う
ほ
ー
』
を
読
ん
で

い
る
時
に
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
自
分

や
家
族
の
身
を
守
れ
ま
す
か
？

　

国
の
防
災
基
本
計
画
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、災
害
に
よ
る
人
的
・

経
済
的
被
害
を
軽
減
す
る
に
は
、
行
政
に
よ
る

「
公
助
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だ
け
で
な
く
、
個
人
・
家
庭
の
「
自
助
」、

身
近
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
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「
共
助
」
が
必
要

だ
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
時
、
行
政
や
消
防
、
警
察
、

自
衛
隊
な
ど
の
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公
助
」
は
、救
助
・
消
火
・
道

路
の
確
保
・
物
資
輸
送
な
ど
、
限
ら
れ
た
人
員
と

資
源
で
同
時
に
多
く
の
対
応
に
あ
た
り
ま
す
。

　

特
に
発
災
後
72
時
間
は
、
人
命
救
助
が
最
優
先

と
な
る
大
切
な
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間
と
も
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わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
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政
か
ら
の
支
援
が
す
ぐ
に
一
人
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人
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も
と
へ
届
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
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れ
で
は
、
普
段
か
ら
自
身
や
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庭
、
地
域
で

ど
の
よ
う
な
準
備
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
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ン
が
止
ま
っ
た
時
の
調
理
方
法
や
連
絡
手
段
を
考

え
て
お
く
こ
と
…
な
ど
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
特
集
を
読
ん
で
、
自
分
や
大
切
な
人
の

命
を
守
る
た
め
の
「
自
分
流
の
身
の
守
り
方
」
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
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気象庁HP
「新たな防災気象

情報について
（令和８年～）」
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４４つの
変 更変 更ポイント

注意報・警報の情報名に「レベル」が付記されます

河川の氾濫の危険度の伝え方が変わります （特別警報の新設など）

「警戒レベル4相当」の情報は「危険警報」として発表されます

線状降水帯の発生などは「気象防災速報」として発表します
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　気象庁入庁後、広報室、情報利用推進課、気象リスク対策課に勤務。東京管区気象台を経て、今年 4 月の異動
で人生初の水戸勤務。現在は茨城県内の自治体への防災対応支援を行う業務の総括的な役割を担う。その他、
茨城県気象概況、地震概況、気象旬報など、各種統計資料のとりまとめ業務の総括も担っている。

気象庁　水戸地方気象台　防災管理官　福
ふ く い

井雄
ゆうじん

仁さん

「注意報」や「警報」にレベル（数字）をつけ
て発表するようになります。どれぐらい危険

がせまっているかを表す数字です。また、これまで
はたくさんの 種類 の「気象情報」がありましたが、
これからは「気象防災速報」と「気象解説情報」の
大きく 2 種類のカテゴリーで発表します。

レベル５ レベル4 レベル3 レベル1レベル2

なぜ今、防災気象情報の
名称や体系を変える必要が
あったのでしょうか。

今回の防災気象情報の
見直しで変わるポイントを
教えてください。

皆さんが覚えておくべき
ポイントは？

　 「警報」や「注意報」は気象
庁が発表し、その情報を受

けて自治体が適切なエリアに避難
情報を発令します。この気象庁と自
治体の関係を知っておいていただ
くこと、警戒レベルの数字と色を覚
えること、警戒レベルに対応する避
難情報や気象情報（早期注意情報・
注意報・警報・危険警報・特別警報）
を知っていただくことがポイント
ですね。

これまでの情報と比べて、
どのような点が分かりやすく
なったのでしょうか。

　 レベル（数字）をつけて注意報・
警報を発表することと、対象と

する災害を「河川氾濫」「大雨」「土砂
災害」「高潮」の 4 つに分類したことで
すね。この 2 つの軸から、「今どの災害
に注意しなくちゃいけないのか」「今ど
れぐらい危ないのか」がより分かりや
すくなります。

レベルに書かれた数字を
“何の合図”として受け止めれ
ば良いでしょうか。

　 例えば、レベ
ル 3 とは「お

年寄りや病気の方な
ど、 避 難 に 時 間 の
かかる方が避難を始める」合図です。
そのような方でなくても、「これから自
分の地域に避難情報の発令があるかも
しれませんよ」という合図と思って、
備えてもらえるのが良いと思います。
レベル 4 は「全員避難」という意識で
いて欲しいです。

最後に、一人一人が
“身の守り方”を考える上で、
一番大切にしてほしいこと
は何ですか？

普段から、気象情報に触れてお
くことです。気象庁のホーム

ページで “ キキクル ” などを見ていた
だきたいです。いざという時だけ見て
も、普段との違いが分からなかったり
します。警戒レベルに応じた適切な行
動をするためには、普段から気象情報
に触れていることで、いざという時に
正しい判断ができるようになるという
ことを伝えたいですね。

気象情報を見ても「自分の家は
たぶん大丈夫」と思ってしまう
人もいるかもしれません。

　 「正常性バイアス」という言葉
があり、人間は都合の悪いこと

を遮断してしまう行動をとってしまい
がちです。気象庁が出す情報はあくま
で予測なので、必ず当たるとは限りま
せん。しかし、10 回警報を出して、1 
回しか当たらないとしても、警報が出
るということは、重大な災害が起こる
リスクがある状況だということです。
人間にはこうした心理傾向があること
を踏まえて、正しく恐れるように
して欲しいですね。

気象警報変更のことを
気象情報の

プロに聞きました

りゅうほー編集室独占取材

■お話しを伺ったのは・・・

防災気象情報は、以前から
「情報の数が多すぎる」「名

称がわかりにくい」などの指摘が
されていました。気象庁としてもシ
ンプルで分かりやすい防災気象情
報の再構築に向けて、抜本的な見
直しが必要と考え、令和 4 年から
6 年にかけて学識者、報道関係者な
どによる「防災気象情報に関する検
討会」を開催し、さまざまな議論・
検討を行いました。そ
こから 2 年かけて準備
してきたところです。

（水戸地方気象台ホームページ「データと資料」欄掲載）
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